
円形の滑り台

問 半径 aの半球形の滑り台の頂上から，ゆっくりと滑り降りた．着地点を求めよ．滑り台の摩擦は無視す

る．

解 滑り台を滑っていくと，ある地点で，滑り台から離れてしまう．速度が増していくと，遠

心力が増し，重力の滑り台方向の分力より大きくなるためである．この点を求めてみよう．
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よって，離れた瞬間を 0秒とすると，以後の運動は，
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この結果も重力加速度によらない．最後にグラフを記す．
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